
006P型（9V）ニッケル水素蓄電池専用 
トランスレスチャージャー（充電器）キット 

 
★このキットは006P型（9V）NiMH電池を普通充電（標準充電）
するものです。 
★充電時間は16時間 



００６Ｐ型（９Ｖ）ニッケル水素蓄電池専用
トランスレスチャージャー（充電器）キット

この〔トランスレスチャージャー（充電器）キット〕は、００６Ｐ型（９Ｖ）ＮｉＭＨ電池
を普通充電（標準充電）するものです。充電時間は、１６時間になります。（0.1Ｃ標準充電）

回路は、下に示すように非常に簡単なものですがＮｉ-ＭＨ電池の充電特性に適合した電流で
確実に充電します。ただし、自動充電停止機能はありませんので規定の充電時間が経過したら
必ずＮｉＭＨ電池を充電回路から切り離してください。

※規定の充電時間を大幅に経過して充電された場合Ｎｉ-ＭＨ電池の性能が著しく低下（下記
参照）することがありますので、十分に注意してください。

《回路図》
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《部品表》

○抵抗　　　　　Ｒ　　　　　　56Ω１Ｗ　　　　　×１
○コンデンサ　　Ｃ１，Ｃ２　　  1μＦ　　
○ダイオード　　ＺＤ１，ＺＤ２　ＤＩ1510（ブリッジ）整流器

×４
×１

　　　　　　　　ＬＥＤ（赤色発光ダイオード）　　×１
　　　　　　　　
                ツェナーダイオード（低電圧ダイオード）　　　　　　　

その他　　　　Ｎｉ-ＭＨ電池　　　　　　　　　　
　　　　　　　電池スナップ　　　　　　　　　　×１
　　　　　　　ユニバーサルボード
　　　　　　　ポリスイッチ

×１

　　　　　　 ×１
×１（ＡＣ100Ｖ　　0.08Ａ）　　 （何度でもＯＮ・ＯＦＦするヒューズです

　160ｍＡで切断されます）

○

温度ヒューズ 130℃　２Ａ
   （万一130℃になると切断されます。
　　　一度きりのヒューズです）

《動作原理》
コンデンサの充放電（コンダクタンス）を利用したトランスレス充電器のキットです。
回路に流れる電流はＣ１とＣ２によって決まります。（１μＦと１μＦの直列接続→
0.5μＦ約30ｍＡ、２μＦと２μＦの並列→1μＦ約90ｍＡ）になります。Ｒ１（５６Ω）
は、DI1510の保護のためにいれてあります。ＺＤ１，ＺＤ２は、チャージャーの回路動作
には全く関係ありませんが、バッテリスナップに電池をつながないときに出力に整流
された９０Ｖ以上の高電圧が発生するのを抑えるためにいれたものです。　
※ＬＥＤの定格が40ｍＡのものを使用、長時間使うには、並列に100Ω～47Ω１Ｗの
抵抗を入れた方が良いでしょう。

備考１：完成したら確認のために充電電流を測定してください。電池の電流容量のほぼ１０％～２０％の電流が
　　　　最適電流値です。

備考２：過充電した場合、充電電流がすべて電池内部でガス発生のエネルギーになってしまい、電池のガス吸収率を
　　　　上回ってしまうと液漏れ等で電池の寿命が縮まったり使用不可能になってしまいます。
　　　（その他、充電に関する電気的、化学的事項は裏面をご覧ください）

備考３：この充電器で充電するＮｉ－ＭＨ電池は、すでに何度か充放電が繰り返されている活性化されたものを
　　　　使用してください。
　　　　この充電器では、充電電流が小さいため不活性化の電池（起電力がほぼ０Ｖのもの）は充電できないこと
　　　　がありますので注意してください。

《実体配線図》
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